
- 345 -

平 成 １ ４ 年 厚 岸 町 議 会 第 １ 回 定 例 会 会 議 録

招 集 期 日 平成１４年３月６日

招 集 場 所 厚 岸 町 議 場

開 会 平成１４年３月２２日 午前１０時００分
開 閉 日 時

閉 会 平成１４年３月２２日 午後 １時５７分

１ 出 席 議 員 並 び に 欠 席 議 員

議 席 出席○ 議 席 出席○
氏 名 氏 名

番 号 欠席× 番 号 欠席×

１ 稲 井 正 義 ○ 11 谷 口 弘 ○

２ 塚 田 丈 太 郎 ○ 12 髙 畠 一 美 ○

３ 田 宮 勤 司 ○ 13 鹿 野 昇 ×

４ 佐 藤 淳 一 ○ 14 安 達 由 圃 ○

５ 岩 谷 仁 悦 郎 ○ 15 菊 池 賛 ○

６ 真 里 谷 誠 治 ○ 16 音 喜 多 政 東 ○

７ 池 田 實 ○ 17 秋 山 之 男 ×

８ 小 澤 準 ○ 18 中 屋 敦 ○

９ 木 村 正 弘 ○ 19 佐 齋 周 二 ○

10 室 﨑 正 之 ○ 20 松 岡 安 次 ○

以 上 の 結 果 出 席 議 員 １８名 欠 席 議 員 ２名

１ 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員

議 会 事 務 局 長 議 事 係 長

大 平 裕 一 板 屋 英 志
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１ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 若 狹 靖 教 育 長 富 澤 泰

助 役 鈴 木 英 世 教委管理課長 田 辺 正 保

収 入 役 君 澤 英 二 教 委 生 涯
大 野 榮 司

総 務 課 長 大 沼 隆 学 習 課 長

企画財政課長 黒 田 庄 司 監査事務局長 阿 野 幸 男

税 務 課 長 柿 﨑 修 一 農委事務局長 松 浦 正 之

町 民 課 長 古 川 福 一 教 委 体 育
澤 向 邦 夫

保健福祉課長 斉 藤 健 一 振 興 課 長

環境政策課長 西 野 清 水 道 課 長 山 﨑 国 雄

農 政 課 長 福 田 美 樹 夫 病 院 事 務 長 大 野 繁 嗣

商工観光課長 久 保 一 將 特別養護老人
藤 田 稔

管 理 課 長 松 澤 武 夫 ホーム施設長

建 設 課 長 北 村 誠 デイサービス
玉 田 勝 幸

センター施設長

１ 会議録署名議員

５ 番 岩 谷 仁 悦 郎

６ 番 真 里 谷 誠 治
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議 長 ただいまより、平成14年厚岸町議会第１回定例会を続会いたします。

開会時刻１０時００分

議 長 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

議 長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第 118条の規定により、５番岩谷議員、６番

真里谷議員を指名いたします。

予算審査特別委員会開会のため、本会議を休憩いたします。

休憩時刻１０時０１分

議 長 本会議を再開いたします。 再開時刻１３時３２分

議 長 日程第２、議案第１号 平成14年度厚岸町一般会計予算から議案第10号 平成14

年度厚岸町病院事業会計予算まで、以上、10件を再び一括議題といたします。

本10件の審査については、平成14年度各会計予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託し審査を求めていたところ、今般審査結果の報告が委員長からなされており

ます。

委員長からの報告を求めます。

１番、稲井委員長。

１ 番 本予算審査特別委員会に付託されました議案第１号 平成14年度厚岸町一般会計

予算など10件の審査につきましては、３月12日から本日までの11日間のうち、延べ

８日間、本委員会を開催し、慎重に審査の結果、いずれも原案のとおり可決すべき

ものと決しましたので、ここにご報告を申し上げます。

以上で審査報告といたします。

議 長 初めに、議案第１号 平成14年度厚岸町一般会計予算についてお諮りいたします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議あり」の声あり）
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議 長 ご異議がありますので、これより起立により採決を行います。

お諮りいたします。

本案に賛成の議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長 起立多数であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第２号 平成14年度厚岸町国民健康保険特別会計予算についてお諮り

いたします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第３号 平成14年度厚岸町簡易水道事業特別会計予算についてお諮り

いたします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第４号 平成14年度厚岸町老人保健特別会計予算についてお諮りいた

します。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第５号 平成14年度厚岸町下水道事業特別会計予算についてお諮りい

たします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員
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長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第６号 平成14年度厚岸町きのこ菌床センター事業特別会計予算につ

いてお諮りいたします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第７号 平成14年度厚岸町介護保険特別会計予算についてお諮りいた

します。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第８号 平成14年度厚岸町介護サービス事業特別会計予算についてお

諮りいたします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第９号 平成14年度厚岸町水道事業会計予算についてお諮りいたしま

す。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）
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議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第10号 平成14年度厚岸町病院事業会計予算についてお諮りいたしま

す。

委員長の報告は原案可決であります。委員長に対する質疑、討論を省略し、委員

長の報告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

議 長 日程第３、議案第40号 平成13年度厚岸町一般会計補正予算を議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

企画財政課長。

企画財政 ただいま、上程をいただきました議案第40号 平成13年度厚岸町一般会計補正予
課 長

算（６回目）の提案理由を説明させていただきます。

議案書をご覧いただきたいと存じます。

平成13年度厚岸町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

第１条の歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ 7,094万 1,000円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ 105億 5,101万 8,000円とするというものでございます。２項といたしまして、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるということになっております。

２ページをご覧願いたいと存じます。２ページ目は第１表歳入歳出予算補正の歳

入でございまして、７款初め３つの款について先日の５回目の補正に引き続いてさ

らに補正をさせていただくものでございます。

３ページ目をご覧願いたいと存じます。同じく歳入歳出予算の補正の歳出でござ

いまして、これは２款、７款、２つの款にわたりましての補正予算ということで追

加で組ませていただくものでございます。それぞれ個別に説明をさせていただきた

いと存じますので、６ページをお開き願いたいと存じます。

６ページでございます。一般会計の歳入でございます。７款の国有提供施設等所
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在市町村交付金、１項国有提供施設等所在市町村交付金、１目同名でございまして、

１節自衛隊基地交付金、 109万 2,000円の増額として、合計として 1,324万 5,000

円とさせていただこうとするものでございます。過日の14年度予算案のご審議の中

でも申し上げさせていただきましたけれども、12月末の段階でこの交付金が前年度

対比 109万 2,000円増の 1,324万 5,000円で確定をし、収入済みとなりましたけれ

ども、５回目のさきの補正予算の際に事務的な手違いから計上漏れということにな

りまして、今回大変おくればせながら追加計上をさせていただこうとするものでご

ざいます。この場をお借りいたしまして改めてお詫びを申し上げさせていただくも

のでございます。

次の７ページに移らせていただきます。９款の地方交付税、１項地方交付税、

１目地方交付税でございまして、特別交付税でございます。 7,457万 2,000円の増

額補正ということで、合計額を５億 297万 4,000円とさせていただくものでござい

ます。この科目でございますが、例年12月と３月と２回に分けて特別交付税入って

まいります。３月で最終的に確定するわけでございますが、この３月12日に国の方

からその情報が入ってまいりましたけれども、その内容は最終的には５億 297万

4,000 円。この金額は同じ特別交付税の実績ベースといたしまして、昨年度に比べ

まして 3,100万 1,000円の減額、率にいたしまして 5.8％の減率であるということ

で決定通知を受けたものでございます。当初の地方財政計画上も５％の特別交付税

マイナスですという通知は受けておりましたが、現実的にその前年度の平成12年度

の交付実績から比べますと、全国平均で５％といったところが実質的には 6.8％全

国平均でマイナスであるという部分からすると、非常に交付税伸びるという部分は

困難な状況であったということであります。そういう中で少なくても５億円台を何

とか最低でもキープしたいものと担当も考えておりましたけれども、何とか５億円

台がキープできたというところでございまして、これを財源にいたしまして歳出の

方で財政調整基金に積み戻しをさせていただくと。それが中心的な部分になろうと。

そのようにさせていただこうというものでございます。

続きまして８ページでございますが、13款の国庫支出金、２項国庫補助金、８目

産炭地振興事業国庫補助金でございます。 472万 3,000円の減額ということでござ

いまして、合わせまして 7,087万円に引き下げるものでございます。この科目につ

きましてもさきの５回目の補正予算で、当然この分も入ってくるものと思っており
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まして増額補正をさせていただいたんですが、この分も含めまして、そういう意味

では 7,500万円ほど見込んでおりました。ところがこの11日にやはり国の方から連

絡が入りまして、本来13年度で入るべき公営住宅の分なんですが、トータル 957

万 3,000円13年度で入ってくるべきものが、急遽そのうちの約半分である 472万

3,000 円が国の予算枠全体の関係でこの13年度に入れることができないと。14年度

に繰り越し交付になりますよという連絡を受けましたので、金額も減額の金額が大

きいことから、今回その分を同時に減額補正をさせていただこうとするものでござ

います。なお、翌年度に繰り越し交付になるものについては、14年度の段階でそれ

らを収入状況を見ながら増額補正をさせていただきたいと、かように存じておりま

す。

続きまして、９ページの歳出でございますが、２つの款にわたりますが、一つは

２款の総務費、１項総務管理費、10目の財政調整基金費でございまして、25節積立

金でございます。財政調整基金の積立金 6,799万 2,000円の増、さきの積み立ての

予算が 200万円事前に計上してございましたので、それらも合わせまして今年度の

積み戻し額が 6,999万 2,000円という形にさせていただこうとするものでございま

す。なお、この基金につきましては、13年度におきましてこの分積み戻しをいたし

ましたが、既に２億 4,800万円の取り崩し、一般会計への繰り入れをしてございま

すので、これによります13年度末のこの基金の残高は４億 1,945万 4,000円。４億

1,900 万ほどでございまして、これがために何とか最終残高４億円台をキープをさ

せていただくことができましたけれども、さきの14年度の予算にもおわかりのとお

り、すぐさま14年度には２億 400万円の取り崩し、繰入金として予算計上をされて

いるというところでございます。

続きまして、10ページ目でございます。７款土木費、４項都市計画費、２目の街

路事業費、15節の工事請負費でございまして、厚岸大橋通りを 294万 9,000円追加

増額をさせていただいて、 5,624万 9,000円とさせていただくものでございます。

これにつきましては、さきの５回目の補正予算におきまして、特定防衛施設周辺整

備調整交付金事業として実施をいたしました桜通りの歩道整備事業、これが大幅に

入札減となりまして、その調整といたしまして当事業に交付金額を充足するべきと

ころでございまして、交付金の枠内での振り替え事業として歳出の予算計上をする

べきところでございましたけれども、これにつきましてもその予算計上がなされて
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おりませんで、このことが判明した段階ではシステム上の修正が不可能な状態でご

ざいました。よって、今回追加補正として計上をさせていただこうとするものでご

ざいます。さきの収入におけます自衛隊基地交付金と、歳入歳出違えど同様のケー

スでございまして、企画財政担当課長といたしましても、これらの手違いによる計

上漏れにつきましてはただただお詫びする以上になく、今後予算編成作業に携わる

上におきましても、このようなミスがないよう細心の注意を払ってまいりたく存じ

ますので、特段のご高配を賜りますようよろしくお願い申し上げる次第でございま

す。まことに申し訳ございませんでした。

以上をもちまして、議案第40号でございますが、平成13年度の厚岸町一般会計補

正予算の５回目に引き続きまして６回目の追加提案理由、これを中心に説明をさせ

ていただきました。大変雑駁な説明でまことに恐縮に存じますけれども、特段のご

高配の上ご承認賜りますようよろしくお願いを申し上げる次第でございます。

議 長 これより質疑を行います。

本会議でございますので、歳入３目、歳出２目、これを一括でございますので、

質問回数は３回ということになっておりますので、その辺ご留意の上ご質問を願い

ます。

ありませんか。

（な し）

議 長 なければ質疑を終わります。

お諮りいたします。

討論を省略し、本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 日程第４、意見書案第５号 国立大学「再編」「統・廃合」と独立行政法人化に

反対する要望意見書を議題といたします。

職員の朗読を行います。

議事係長 職員の朗読 （朗読内容省略）

議 長 提出者であります谷口議員に、提案理由の説明を求めます。
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11番、谷口議員。

１１ 番 ただいま上程されました国立大学「再編」「統・廃合」と独立行政法人化に反対

する意見書の審議をわずらわすわけですが、提案するに当たり室議員、木村議員

安達議員の同意をいただきまして提案したものであります。本意見書については、

ただいま朗読されました内容の通りでありますが、昨年６月に経済財政諮問会議へ

の提案が行われ、その内容は国立大学の再編、統合を大胆に進める。国立大学を新

しい国立大学法人に早期に移行する。国立、公立、私立トップ30を世界最高水準の

大学に育成するというものでありますが、これによりさきに12年８月に設置された

国立の教員養成系大学、学部のあり方に関する懇談会における再編や統廃合につい

ての検討が、さらに加速されるものとなっており、私たちが住む道東地区に教員養

成に大きな役割を果たしてまいりました北海道教育大学釧路校の現体制の存続が大

変厳しい状況になっております。北海道教育大学釧路校は、道東地域に欠くことの

できない教育の拠点、学術、文化の拠点、さらにシンクタンクとして多大な貢献を

してきており、釧路校の体制存続については釧路、根室、十勝の各開発期成会を初

め、自治体、議会、教育関係や各種の団体等が網羅されており、地域を挙げての要

請活動がただいま展開されております。

このことから本意見書を本議会においても採択されまして、国立大学等の改革は、

地域の要望を十分反映されるよう求める声でありますので、皆さんのご賛同を心か

らお願いをいたしまして、提案理由の説明といたします。

よろしくお願いをいたします。

議 長 これより質疑を行います。

（「なし」の声あり）

議 長 なければ質疑を終わります。

お諮りいたします。

討論を省略し、本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり決しました。

なお、本案は末尾記載の送付先に直ちに送付いたします。
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議 長 日程第５、議員研修会等議長会主催諸行事への参加についてを議題といたします。

本件については、平成14年度中に開催される予定の議員研修会等諸行事への参加

を議会として承認する件であります。

お諮りいたします。

本件について議員の参加を承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本件についての議員の参加を承認することに決定いたしました。

議 長 日程第６、各委員会閉会中の継続調査申し出を議題といたします。

次期定例会までの間、閉会中における所管事務調査の申出書がお手元に配付のと

おり各委員長から提出されております。

お諮りいたします。

本申出書のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本申出書のとおり承認することに決定いたしました。

議 長 以上で、本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。

よって、平成14年厚岸町議会第１回定例会を閉会いたします。

閉会時刻１３時５７分

以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

平成１４年 ３月２２日

厚岸町議会

議 長

署名議員
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署名議員
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